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5
月
11
日（
土
） 
メ
イ
シ
ア
タ
ー
で
夢
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
が
木
田
会
長
の
「
子
育
て

世
代
と
の
交
流
や
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
の
活
動

に
つ
い
て
少
し
で
も
知
っ
て
欲
し
い
。
目
配
り
気
配

り
を
し
て
関
係
者
も
大
い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
の

か
け
声
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
ホ
ー
ル
で
は
昨
年
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス
、
関
西
大
学

ジ
ャ
グ
り
ま
専
科
の
新
し
い
技
を
含
ん
だ
大
道
芸
、

男
性
保
育
士
2
人
に
よ
る
遊
び
歌
ユ
ニ
ッ
ト 

か
ば

☆
う
ま
の
演
目
で
来
場
者
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
す
い
た
ん
も
登
場
し
て
民
生
・
児
童
委
員

活
動
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
展
示
室
で
は
け
ん
玉
・
コ
マ
回
し
も
あ
り
お
父
さ

ん
の
参
加
が
目
立
ち
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
の

的
あ
て
・
輪
投
げ
大
型
紙
芝
居
も
あ
り
ま
し
た
。
集

会
室
で
は
魚
釣
り
・
迷
路
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
に
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
ゲ
ー
ム

に
は
最
後
ま
で
長
い
列
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
も
盛
況
で
し
た
。

　
快
晴
の
お
天
気
の
も
と
、
昨
年
を
大
き
く
う
わ
ま

わ
り
延
べ
１
２
０
０
人
も
の
参
加
が
あ
り
、
楽
し
い

1
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関西大学ジ
ャグりま専

科
関西大学ジ

ャグりま専
科

かばかば☆☆ううまま

夢
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

写
真
で
綴
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ

ＭＡＳＨＭＡＳＨ

すいたんすいたん
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・�

こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

・�

去
年
も
来
ま
し
た
。
子
ど
も
が
大
喜
び
で
、

来
年
も
来
た
い
。

・�

市
報
、
保
育
園
の
ポ
ス
タ
ー
で
知
り
ま
し
た
。

・�

す
い
た
ん
が
登
場
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
。

⎛

河
野
・
戸
田　
　
　

⎞
⎝

小
宮
・
高
橋
・
石
井⎠

コマまわし

魚つり

ボールプー
ル

バランスゲー
ム

的あて

参
加
者
か
ら
は
こ
ん
な
声
が
…
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令和６年度 吹田市民生・児童委員大会 総会

　大会は、後藤圭二市長をはじめ、ご来賓ご臨席
のもと吹田市と吹田市民生・児童委員協議会との
共催で開催された。
　まず、市長より労いの言葉、会長よりお礼の
挨拶があり、定年功労者、永年勤続者に感謝状と
記念品が贈呈された。

《厚生労働大臣特別表彰》
　　定年功労民生・児童委員…3人
《市長表彰》
　　20年勤続…1人　　10年勤続…42人

　一人ひとりが役割をもって活躍し支え合う地域
共生社会の実現のため重層的支援体制整備事業の
検討やＩＣＴの活用による活動環境の整備がおこ
なわれている。
　地域共生社会の理念を共有し、その実現に向け

て、これまでの諸先輩方の活動を学ぶとともに、
自ら研鑚に励み、地域福祉のより一層の推進のた
め大会宣言が読み上げられた。
　総会は、令和5年度事業報告・会計決算報告・
会計監査報告、令和6年度事業計画・会計予算が
報告され閉会した。� （山之内・橘）

 二期目 民生・児童委員交流会  二期目 民生・児童委員交流会  2024年
5月30日、6月17日  メイシアター

　５月30日・６月17日に、メイシアターにて研修福祉部会を中心に二期目の委員交流会が開催されました。
渡邉研修福祉部会長の挨拶のあとグループに分かれて各地区活動状況や問題点について話し合いました。

　各地区によってさまざまでした。
二期目の委員は、コロナ禍の中でのスタートでした
ので、やっと活動が始まったばかりで迷うことも�
多々ありますが、これからも情報交換をしながら解
決し、活動に生かしたいと思います。� （武田・本野）

6月27日（木） メイシアター大ホール

民
生
・
児
童
委
員
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ミ
ン
ジ
ー

「誰かと話したかった」と�
喜ばれた

市の方で民生・児童委員が�
訪問する旨をもっとアピール�
して欲しい

オートロックのマンション�
では、会うことが難しく�
苦労する

記念品は、梅干し、フリーズドライの�
味噌汁、カステラ、海苔などが多い

集まって最高齢者の表彰や�
演芸を行う

民生・児童委員の活動を地域の方々に�
もっと周知していただきたい

式典なしで記念品の�
お渡し

それぞれの地区の特色を�
話し合いました

子ども見守り では

敬 老 会 では

そ の 他

郵送でもよいのでは？
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第
７４
回 ｢

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
市
民
集
会

『
更
生
保
護
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
？
』

　
こ
の
テ
ー
マ
で
７
月
６
日

（
土
） 

メ
イ
シ
ア
タ
ー
に
て
、
お

な
じ
み
の
浅
越
ゴ
エ
さ
ん
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
後
藤
吹

田
市
長
、
廣
瀬
保
護
司
・
和
泉

元
保
護
司
・
三
角
保
護
観
察
所

支
援
専
門
官
が
パ
ネ
リ
ス
ト
に

な
り
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
ふ
れ
る

ひ
と
味
ち
が
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
一
緒
に
学
ん
だ
、
更
生
保
護
」

　
笑
い
の
絶
え
な
い
ゴ
エ
さ
ん

の
進
行
で
し
た
が
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
市
長
は
、
学
生
時

代
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
経
験
か
ら

「
更
生
保
護
が
、
い
か
に
支
援

者
・
地
域
・
制
度
の
支
え
が
必

要
か
」
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
吹
田
市
独
自
の
６
ヶ
月
の
直
接

雇
用
制
度
に
つ
い
て
は
、
支
え

の
大
切
さ
を
踏
ま
え
実
施
し
て

い
る
」
こ
と
を
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
保
護
司
の
方
は｢

心
を
開

い
て
も
ら
う
ま
で
苦
労
も
多
く
、

時
間
が
か
か
る
。
し
か
し
信
頼

関
係
が
生
ま
れ
て
、
普
通
の
暮

ら
し
に
戻
っ
て
、
声
を
か
け
て

く
れ
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
民
生
・
児
童
委
員
と�

�

同
じ
悩
み
が
」

　
保
護
司
は
委
嘱
が
民
生
・
児

童
委
員
と
異
な
り
ま
す
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
・
信

頼
関
係
が
大
切
で
あ
る
こ
と
・

後
継
者
が
少
な
い
（
吹
田
市
で

は
８５
人
中
１７
人
が
欠
員
）
な
ど
、

同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と

も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
片
山
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
創
意
を
凝
ら
し
た
素
敵
な
演

奏
で
幕
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
キ
ャ
ピ
ッ
ク
（
刑
務
所

作
業
）
製
品
販
売
は
、
社
会
復

帰
へ
の
取
組
み
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。�
（
菱
川
・
後
藤
）

客席におりて、 挨拶するゴエさん

片山中学校吹奏楽部の素敵な演奏

　
7
月
の
4
日
間
で
、
地
区
委
員
長
と
主
任
児
童
委
員
向

け
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
研
修
に
48
人
が
参
加
。
基
本
操
作

か
ら
Ｌ

ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
と
Ｚ

ズ
ー
ム

ｏ
ｏ
ｍ
の
利
用
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

《
参
加
者
の
研
修
後
の
感
想
》

●● 

基
本
か
ら
学
び
、
理
解
が
深
ま
っ
た　
活
用
で
き
そ
う

●● 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
掲
示
板
が
有
用

●● 

情
報
交
換
の
ツ
ー
ル
に
な
る

● 

バ
ー
チ
ャ
ル
背
景
が
な
い

● 

タ
ブ
レ
ッ
ト
携
行
が
大
変

● �

ど
こ
ま
で
覚
え
て
い
る
か
、

使
い
こ
な
せ
る
か
不
安

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
だ

と
一
堂
に
会
す
る
必
要
が
な
く

な
り
、
時
間
の
節
約
に
な
る
。

　
他
方
、
会
場
で
の
同
席
者
が

減
っ
て
、
全
体
交
流
の
機
会
が

な
く
な
る
の
で
は
…
と
い
う
声

も
あ
っ
た
。�

（
山
之
内
・
堀
江
）

ひと味ちがった？ひと味ちがった？

ひと味ちがった、 シンポジウム

キャピック製品の販売

「
時
間
の
節
約
に
な
る
」

「
時
間
の
節
約
に
な
る
」

─
全
体
交
流
は
な
く
な
る

─
全
体
交
流
は
な
く
な
る
！？！？
──

タブレット研修
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2024年度　各地区

敬 老 会
すいた

吹
三
吹
三

吹
南
吹
南

東東

山
手
山
手

吹
六
吹
六

吹
一
吹
一

吹
二
吹
二

令和6年度敬老会参加メンバーです令和6年度敬老会参加メンバーですお茶のおともにこのお菓子を召しあがってくださいお茶のおともにこのお菓子を召しあがってください

楽しげに話をしながら三々五々連れ楽しげに話をしながら三々五々連れ
立って来られました立って来られました

日舞・民謡・津軽三味線で楽しんで 日舞・民謡・津軽三味線で楽しんで 
いただきましたいただきました

久しぶりの開催で大いに盛り上がりました久しぶりの開催で大いに盛り上がりました！！

ご長寿おめでとうございますご長寿おめでとうございます！！

ちょっとひと休みちょっとひと休み
話しもはずみます話しもはずみます

たくさんの方がたくさんの方が
来られました来られました
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2024年度　各地区

敬 老 会
すいた

千
二
千
二

千
三
千
三

片
山
片
山

佐
井
寺

佐
井
寺

千
一
千
一

五
月
が
丘

五
月
が
丘

みなさん楽しんでおられましたよみなさん楽しんでおられましたよ！！

市長もいっしょに♪市長もいっしょに♪

ただいま熱烈準備中ただいま熱烈準備中！！

ご長寿に乾杯ご長寿に乾杯！！ 一緒に踊って一緒に踊って

今年は記念品（即席味噌汁）を全戸配布させて今年は記念品（即席味噌汁）を全戸配布させて
いただきました　皆さん喜んでくださいましたいただきました　皆さん喜んでくださいました
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北
山
田

北
山
田

山
二
山
二

山
一
山
一

豊
津
西

豊
津
西

西
山
田

西
山
田

千
里
新
田

千
里
新
田

豊
一
豊
一

岸
部
岸
部

会場内での男女最高齢者の方々です会場内での男女最高齢者の方々です
笑顔いっぱいの表彰となりました笑顔いっぱいの表彰となりました

今年はフランスの名曲をお届けします今年はフランスの名曲をお届けします 第二中学校の演奏を楽しみました第二中学校の演奏を楽しみました

山一小学校児童によるリコーダー演奏山一小学校児童によるリコーダー演奏 記念品引き渡しも記念品引き渡しも
顔を合わせばちょっと相談顔を合わせばちょっと相談！！

真っ青な気持ちの良い秋晴れの下でふれあいの時間を真っ青な気持ちの良い秋晴れの下でふれあいの時間を
過ごしました　会話が弾んで直ぐには去り難い人も…過ごしました　会話が弾んで直ぐには去り難い人も…

山二地区・東山田地区はそれぞれ5会場で心を 山二地区・東山田地区はそれぞれ5会場で心を 
込めてお祝い品（味付け海苔）をお渡ししました込めてお祝い品（味付け海苔）をお渡ししました

裏方は大忙し裏方は大忙し
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北
千
里

北
千
里

藤
白
台

藤
白
台

山
三
山
三

皆さん お元気で皆さん お元気で
� また来年� また来年

南
千
里
Ⅱ

南
千
里
Ⅱ

山
五
山
五

南
山
田

南
山
田

南
千
里
Ⅰ

南
千
里
Ⅰ

高
野
台
・
佐
竹
台
・
津
雲
台

高
野
台
・
佐
竹
台
・
津
雲
台

祝
品
「
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
」
笑
顔
で

祝
品
「
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
」
笑
顔
で  

渡
せ
ま
し
た

渡
せ
ま
し
た

子どもからの元気な手紙子どもからの元気な手紙 南山田地区も心を込めて南山田地区も心を込めて
お祝い品（味付け海苔）をお渡ししましたお祝い品（味付け海苔）をお渡ししました

たくさんの来館者たくさんの来館者

青山台と古江台の2か所での開催となりま青山台と古江台の2か所での開催となりま
したが滞りなく記念品をお渡しできましたしたが滞りなく記念品をお渡しできました 竹中・桃小・竹小みんな元気竹中・桃小・竹小みんな元気！！

球根の贈呈式です球根の贈呈式です
春にはチューリップの花がいっぱいに春にはチューリップの花がいっぱいに！！

（橋本・肥田・山野・増谷・増田）
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山
三
・
山
五
地
区
は
、
昭
和
４０
年
代
に
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
宅

地
開
発
が
進
み
人
口
が
急
増
し
た
地
域
で
す
。
現
在
、
住
民
は
約

１
万
２
０
０
０
人
、
世
帯
数
は
約
５
５
０
０
世
帯
で
す
が
、
高
齢

化
率
が
３３
％
（
吹
田
市 
２４
％
）
と
非
常
に
高
く
⅓
が
６５
歳
以
上
の

超
高
齢
社
会
を
先
取
り
し
た
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

民
生
・
児
童
委
員
（
１８
人
）
の
活
動
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
し
た

も
の
が
多
い
で
す
。

令
和
５
年
１２
月
議
会
で
当
地
区
内
に
あ
る
山
五
小
学
校
が
令
和

７
年
４
月
に
山
三
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
両
校
で
は
統
合
に
向
け
た
取

り
組
み
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で

各
小
学
校
を
中
心
に
培
わ
れ
て
き
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
を
ど
う
し
て
い

く
の
か
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

�

山
三
・
山
五
地
区　
三
条　
健
二

「
み
ん
な
の
オ
ア
シ
ス
」
っ
て
？

今
回
か
ら
『
民
児
協
す
い
た
』
に
、

皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載

し
、
交
流
を
深
め
る
コ
ー
ナ
ー
を
つ

く
り
ま
し
た
。「
オ
ア
シ
ス
」
の
よ
う

に
ホ
ッ
と
す
る
場
に
し
た
い
で
す
。

元
気
の
出
た
話
・

苦
労
や
悩
ん
だ
話
、

失
敗
談
・
自
慢
話
な

ど
、
是
非
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
匿
名
で
も

勿
論
Ｏ
Ｋ
で
す
。

《
送
り
先
》　

�

各
地
区
広
報
部
会
員
ま
で

❶❶� �

で
は
、
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

昨
年
度
、
民
生
・
児
童
委
員
に

な
っ
た
Ａ
さ
ん
で
す

昨
年
度
、
初
め
て
敬
老
行
事
の
案

内
状
を
持
っ
て
、
一
軒
一
軒
訪
問
し

た
。
そ
の
中
で
初
め
て
７５
歳
に
な
っ

た
方
が
お
ら
れ
た
。
そ
の
方
は
突
然
、

感
情
的
に
な
ら
れ
「
私
は
、
ま
だ
若
い

の
に
こ
ん
な
も
ん
い
ら
ん
」
と
案
内

状
を
突
き
返
さ
れ
た
。

皆
さ
ん
も
こ
ん
な
経
験
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

先
輩
に
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、「
７５

歳
に
な
ら
れ
た
方
は
特
に
丁
寧
に
お

話
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
」
と
の
こ

と
で
し
た
。
早
く
教
え
て
欲
し
か
っ

た
な
！

❷❷ �

次
は
、
７
年
目
と
な
る
ベ
テ
ラ

ン
Ｇ
さ
ん
で
す
。

月
に
１
回
、
お
一
人
住
ま
い
の
高

齢
者
を
訪
問
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

お
会
い
で
き
な
い
方
に
は
名
刺
の
裏

に
「
お
元
気
で
す
か
？ 

Ｇ
」
と
書
い

て
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
た
。
よ
う

や
く
お
会
い
で
き
た
が
、
そ
の
方
か

ら｢

お
元
気
で
す
か
？
お
元
気
で
す

か
？　
と
元
気
で
な
か
っ
た
ら
あ
か

ん
の
か
！
」
と
怒
ら
れ
た
。
そ
れ
以

降
「
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

と
書
い
た
り
、
話
す
よ
う
に
し
て
い

る
。�

（
後
藤
）

み
ん
な
の
オ
ア
シ
ス

メ
ッ
セ
ー
ジ

　待
っ
て
ま
す

山
三
・
山
五
地
区

あ
の
地
区

こ
の
地
区
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表 彰 者

1．厚生労働大臣特別表彰1．厚生労働大臣特別表彰
 �尾崎　千佐子  小南　京子  江口　和美

2．市 長 表 彰2．市 長 表 彰
《20年表彰》

五月が丘 西岡　弘子

《10年表彰》
吹一 川上　哲明 吹六 河井　康晴 吹二 田中　睦子 吹二 村上　ゆかり
吹三 髙澤　健一 吹三 内田　和美 吹三 福田　圭子 吹三 宇山　真由美
吹南 竹田　正明 吹南 石黒　美幸 吹南 植田　尚子 吹南 木下　　薫
山手 小倉　麻利子 片山 吉田　初美 千一 髙塚　世美子 千一 上田　文代
千一 木田　裕之 千二 安東　律子 五月が丘 塩見　美香 千三 ⻆富　美智子
千三 小笠原　實 千三 上坂　純朗 豊津 藤元　貴子 豊津 坂口　豊美
岸部 井脇　冨美代 岸部 西川　緑一 岸部 桑原　　薫 山一 野口　美代子
山一 平野　愼一 山一 櫻井　千鶴 山一 本　洋子 山一 阿部　民枝
山一 籠谷　初音 山一 山田　 夫 山二 片山　和代 山三・山五 山西　満千子

南千里Ⅱ 沖　　幸代 南千里Ⅱ 小川　倶由 南千里Ⅱ 岩本　照子 藤白台 越智　京子
藤白台 辻川　さとみ 藤白台 石井　裕子 � （敬称略）

　広報活動管内研修が７月１１日（木）に、「広報活動スキルアップ研
修」と題し、講師・心を写すフォトグラファー ＳＵＢＡＬ氏によ
り、「読む」広報から「見る」広報へ～ワクワクする広報の作り方、
を学びました。要約すると以下の通りです。
１．広報するうえでのキホンのキ
　①�広報の目的を毎回確認する。「活動周知」は目的でなく、周知

した先に、どうなりたいのかが目的。
　②�誰に向けて広報するか。目的に沿った読者を想定する。
　③�読み手の心を動かせているか。手に取ってみたい広報➡興味

を持って読み進めてくれる。
２．広報で活きる写真術
　�　「伝えたいことは何か」を自分たちの中に持っておく。写真で伝
えたいことと、読み手が受ける印象が一致している、写真を撮る。

３．撮影する時のポイント
・メインの被写体が人物の場合
　①�目線の先には余白を作る。
　②�斜め下から撮ると、人は魅力的に見える。
　③�ボケを演出したい時は、被写体と背景の距離を離す。
　④�光の当たり具合を意識してみる。
　⑤�心情を伝えたいときは、大胆に

アップで切り取る。
　⑥�瞳にピントを合わせる。
　⑦�シャッターチャンスまで我慢する。
　⑧�顔を写せないときは、動作などで

動きをみせる。
　⑨�場面に応じて被写体を切り替える。
　⑩�ポージングなしの自然体を撮る。

・メインの被写体が作業など風景の場合
　①�アングルを工夫して、場面の状況を伝える。
　②�顔出しＮＧの現場でも伝えたい場面にこだわる。
・留意点
　①�被写体が際立つ構図を探す。
　②�余計な物は入れないように。
　③�目線の高さを変えてみる。
以上が写真撮影のポイントです。
　最近の広報のトレンドは
視覚的な情報が多く、文章の量が少ない。
広報は「読む」時代から「見る」時代に。

民生・児童委員活動は魅せる時代！
　魅せ方がわかると、広報が変わる。
　広報が変わると、仲間が増える。
　仲間が増えると、住民の意識が高まる。
　�住民の意識が高まると、まちは変わりはじめる。
の締めくくりとなりました。
　７月１１日は講師の都合でＷＥＢ研修でしたが、１０月１７日はご同席
いただき、前述の復習をして、被
写体となる人とインタビュアーに
分かれて、写真の撮り方の実習を
し、講評していただきました。
　今後、研修で学んだことを踏ま
えて、民生・児童委員活動に活か
せるよう励んでいきたいと思いま
す。� （橋本）

広報活動スキルアップ研修開催

心を写すフォトグラファー 心を写すフォトグラファー ��
��ＳＵＢＡＬＳＵＢＡＬ 氏氏

WEB研修の様子写真の撮り方実習
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〈民声〉

ブルーインパルス

日本丸

ドクターイエロー

ミンジー
民生・児童委員キャラクター　

2024 年
８月１日委嘱

新任委員紹介よろしくね
！

北千里地区
中井　克義

北千里地区
前田　奈緒子

岸部地区
武山　靜夫

片山地区
阿蘇品　優介

千三地区
小松　雅之

山手地区
土井　由加利

藤白台地区　
　山口　かつ枝

心からお悔やみ申し上げます

〈編集後記〉

片山地区は14人の委員で委員会を構成しています。
ベテラン、新人にかかわらず、活動上の疑問や困ってい

ることについて自由に発言できる雰囲気を大事にし
ています。お陰さまで今年も自治会や地域

団体の協力を得て、敬老会をおこな
うことができました。

片山地区　桒田　智代

　この夏は厳しい暑さが続き、9月に入っても酷暑でした。そんな中、
各地区では敬老行事が催され、その風景をお届けしたく今号は紙
面が 12面となりました。
　５月の夢のファミリーフェスタは大勢の方で賑わい、7月のＩＣＴ
化研修では地区委員長や主任児童委員の方々が真剣に取り組まれ
ました。さまざまな表情をお楽しみください。
　より良い紙面を目指し、文字の書体や大きさを変え読み易くし、
レイアウトも変化に富んだものにしました。研修で学んだことを実
践し、心に残る広報紙にしたいと思います。　　　　　　　　（宮崎）

訃報

（表紙・裏表紙：井口・岸田・木下・金馬）


